
２０１８

全国コミュ二ティ・スクール研究大会in三笠

期日：平成30年10月12日（金）
会場： 三 笠 市 公 民 館

中標津町教育委員会

大会テーマ：「ふるさと回帰」
～地域の未来を創る子どもを育むコミュニティ・スクール～

中標津町の教育
ＣＳと小中一貫教育

「牛乳で乾杯条例」の町

11,189世帯 23,483人
7校（4小、2中、１義務）

H30年7月末日



【平成２７年度】

•１ 中標津町教育力向上推進委員会の立ち上げ
(構成:各校代表者・町PTA役員)

•２ 登別市への視察、報告会の実施

•３ 小中一貫教育研修会の開催

※小中一貫教育が求められる背景について学び、

開校した計根別学園から成果・課題を聴き取る
2018/10/31

【平成２８年度】

•１ 中標津町教育力向上推進委員会での協議
①学力向上G, ②一貫教育G, ③CSG

(各校代表が各Gに所属)

•２ 東京三鷹市への視察、報告会の実施

•３ 小中一貫教育研修会の開催
※「一貫」と「CS」の親和性の高さ、「推進委員会」
自体を「中学校区ごと」にする有効性



【平成２９年度】

•１ 中標津町教育力向上推進委員会での活動
①広陵中,中標津東小,俵橋小

②中標津中,中標津小,丸山小

③計根別学園

•２ 広島県呉市への視察、報告会の実施
•３ 小中一貫教育研修会の開催
※各中学校区の学校代表者で協議を進めることで、

校区の課題や解決のための具体案が。



中標津町におけるコミュニティ・スクール
ア 目的
中標津町のより良い生涯学習社会実現のため、町立学校での教育を学校単位で完結させることなく、保護者・家庭・地
域の教育力を結集した総意の教育とする。
イ 背景
【学校の側から】
それぞれの保護者には、子どもに対する思いや学校への関わりに強い意識があるが、ＰＴＡの活動については形骸化
や停滞が語られている。学校から求められることに応えていくだけではなく、より積極的に学校教育全体に関わってもら
うことによる教育の活性化が必要である。地域社会の学校という視点により、本当の意味で開かれた学校とすべきであ
る。
【地域の側から】
学校は敷居が高く、教育は学校（教師）に任せておけばいいという意識が蔓延してきた。しかし、学校では担当者（校長・
教師）も数年で入れ替わり、地域との連携も深まりづらい。地域にとっては、地域づくりと地域の活性化に学校は必要不
可欠なものである。そこで、制度として学校と地域が連携する必要がでてきた。地域は、責任をもって学校教育に関わる
ことで地域の子ども達のより良い成長を願うことになる。
ウ 方針
・全ての小・中学校で平成２９年度中の導入を目指す。
・初期段階では学校単位でよいと考えるが、学校同士また地域の中で広い単位での組織が必要となれば、議論する。
・ＰＴＡや地域への説明と理解が必要であり、学校・ＰＴＡ・地域・教育委員会事務局と協力して行う。

エ コミュニティ・スクールの魅力



中標津町校舎分離型小中一貫校開校に向けたロードマップ

平成２９年度（２０１７） 平成３０年度（２０１８） 平成３１年度（２０１９） 平成３２年度（２０２０）

学校経営の方針 ■学校長間で情報交換、経営方針・子ど
も像などの部分共有化

■新たな経営方針・子ども像を一貫教育
の校長間で構築

■小中のつながりを考えた学校教育目標
の設定

■９年間を見通した学校経営方針に基づ
き、運営方針・その他を一貫校の担当
者で協議し完成

■小中一貫校の開始
中標津学園(仮)中小、丸山、中中
旭が丘学園(仮)東、俵橋、広陵

学校運営 ■校長間・教頭、教務主任等を中心とし
て一貫校の連絡調整を開始

■中標津町教育力向上推進委員会にて今
後のロードマップの検証を行う

■一貫校教務主任間での行事予定表等の
検討

■小中間の共通実践項目の設定
■合同研修会、一部授業交流の開始

■小中のつながりを考慮した指導計画の
作成

■共通実践項目の評価・改善

■統一性のある学校教育目標
■小中をつなぐ指導計画の実践

教育課程 ■小中９年間で伸ばしたい力の交流 ■一貫校開校に向けた教育課程編成へ向
けた具体的な作業スケジュールの検討
と計画の作成

■小中一貫を意識した行事の精選と見直
し

■ＣＲＴ等の活用を通した一貫校におけ
る評価の研究

■小中各校年間指導計画の作成
■９年間の系統を意識した道徳の年間指
導計画の作成と授業実践

■９年間を見通した特別活動の年間指導
計画の作成

■統一性、整合性のある教育課程編成に
よる教育実践の開始

学習指導 ■小中の授業等の参観
■小学校における中学校英語教員の乗り
入れの検討

■授業像の共有
■学習規律の共通理解

■９年間を見通した学習の系統表作成 ■一貫教育を意識した授業実践

校内研修 ■小中一貫教育に関する研修の推進 ■小中合同研修会の開始 ■小中合同の校内研修の推進 ■小中一貫教育による研修の充実と授業
実践

生徒指導 ■児童生徒像の共有 ■児童生徒の実態の把握と分析
■特別支援の児童生徒の打ち合わせ（体
制・資料作成等）

■特別活動（児童生徒会）を中心とした
行事の連携

■一貫教育を念頭に置いた学校行事等の
工夫改善

コミュニティ・
スクール 等

■各校それぞれのCSの取組 ■地域及び保護者への一貫校・一貫教育
についての説明

■町教委→プレート、人事交流、管理規
則の整備、HPの作成

■一貫教育校としてのCS会議開催
（各校それぞれのCSは存続）

平成２９年８月

※校舎一体型小中一貫校（計根別学園）は、既に稼働

【平成３２年度】

♦中標津町３学園構想

①（仮）旭ヶ丘学園広陵中学校

中標津東小学校、俵橋小学校

②（仮）中標津学園中標津中学校

中標津小学校、丸山小学校

③計根別学園

※各校の学校運営協議会をまとめた中学校区の

学校運営協議会の立ち上げを目指してゆく。



義務教育学校としての取組
中標津町立計根別学園

義務教育学校としての取組
中標津町立計根別学園

12

中標津町立計根別学園

H２７年度 計根別小,西竹小,計根別中が統合,一貫校誕生

H２８年度 義務教育学校として新たなスタート

H２９年度 コミュニティ・スクールがスタート



■小中一貫教育の必要性
連続した学びの中で確かな学力や社会性を含めた総合的な
人間力を形成し、自立した人間を育成する。

１５歳の姿を共有し、
「小中の独自性」
「９年間の連続性」
を踏まえた一貫性のある教育

初等部
（１～４年生）

中等部
（５～７年生）

高等部
（８～９年生）

「夢を紡ぐシート」をもとに
☆１５歳の姿を見据えた系統性のある目標設定
☆発達段階、学年段階に応じた指導の工夫
☆学期の途中で自己評価→指導の改善



■「目指す子ども像」の実現に向けて
９年で培う「夢を紡ぐ力」
・多様な他者の考えや立場を理解する力
・考えを聴き、考えを伝える力
・積極的に所属集団を高める力
・自分（未来）に対する肯定的理解
・自分の思考や感情を律する力
・課題を発見する力、解決する力
・主体的に判断して行動する力

常に何を目指しているのか
という根本に立ち返りなが
ら、児童生徒の状況を踏ま
えて、取組の検証・改善を
繰り返している。

ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善を意識して

「夢を紡ぐ力」

①より良く生きる土台づくり
②社会の良き形成者の育成
(｢自分｣や｢自分達｣の損得を越える）

⇒「人としての総合力」の必要性
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「学校運営協議会」の活動

熟議（話し合い）



■地域住民と生徒をつなぐ
まずは自らの足元を見つめ直し、課題を解決しながら、
地域とのつながりや関わりを意識した活動へと広げていく

☆子供にとっての魅力
→自己肯定感、思いやる心
→地域の担い手としての自覚

☆地域の人々にとっての魅力
→生きがい、自己有用感
→学校が地域のよりどころに

「地域から学ぶ」「地域をつなぐ」「地域とともに考える」



■縦割り班による地域清掃活動を実現
◎特別委員会（８・９年）が「地域の人たちとともに汗を流し、
交流を深める地域清掃」を実現させた。

地域の中で子供たちが育てられているという安心感

保護者同士や地域の人々との人間関係が構築

２９年度より
新制度で実施

■チャレンジ・ウォーク
北根室ランチウェイ《長距離強歩》

CＳﾒﾝﾊﾞｰ・PTA・ﾗﾝﾁｳｪｲの会による全面協力で地域資源の活用



老人会との交流



老人会との交流

読み聞かせ



読み聞かせ

幼稚園との交流



赤ちゃんとの交流

■「総合的な学習の時間」９年間を見通した指導計画の作成
◎
９
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☆
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。



「地域から学ぶ」「地域をつなぐ」「地域とともに考える」

◎保護者や地域住民の声を丁寧に聴き、
ともに新しい学校づくりを行うという姿勢を大切にしている。

■実現させる～「協働」「ともに汗を流す」



計根別アピール
「地域を知って地域に誇りをもち、直接・
間接問わず、地域に貢献できる子ども」

・農高（生徒３、引率３、Bジャーキー）

・計根別総合振興対策協議会（原材料費・旅費）

・ＪＡ（広報担当者２、チーズの提供）

◆９月１４日（金）修旅最終日、JR札幌33
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なかのんちゃん
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ＰＴＡ・地域・学校が
学校（子どもの成長）を中心に
それぞれの立場で協力し合い

よりよい社会を形成すること

子どもがふるさとを愛し
ふるさとに誇りを持ち、

いきいきと成長していく土台となる

ご清聴,ありがとうございました


